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第 36回アピモンディア,

バ ンクーバー大会に参加 して

高橋匡,藤本琢憲,松香光夫

カナダ ･アメリカ西海岸旅日記

昨年のネパールでのAAA大会に参加 して以

莱,また玉川大学の企画された第 36回国際養

蜂会議に参加することができ,本当に有意義な

経験をすることができた.私自身,養蜂に関係

して30余年の経験はあるものの,今までは,

自己流で手探りの-チ飼いであった.毎年, ミ

ツバチ科学研究施設での研究会に参加 し,それ

なりに勉強し,役立たせていただいてきた.ア

ピモンディアの会議は初めてで,私ごときが理

解できるのかどうか,不安と大きな期待を持っ

て参加 した.参加のもう一つの理由は,今回の

スケジュールの中にサンフランシスコとフレズ

ノが含まれていたこともある.それというの

も,35年はど前フレズノの近 くに一年ほど遊

学 したことがあり,当時ホームステイでお世話

になったご主人が,昨年の 12月になくなられ

たので,お悔やみのご挨拶に行く機会と,また

当時の友人が,バンクーバーとサンフランシス

コの近郊にいるので是非会いたいと思ったから

である.

9月 12日15時に成田を出発 し時差の関係

で,その夕方に会場に着いたが,港のそばの素

晴らしいところで,外洋航路の客船が停泊して

おり,35年前,PresidentWillson号でサンフ

ランシスコの港についたときの感激を思い出し

た.会場の中は,世界各国の人々で賑わい圧倒

された.あとから聞くところによれば50数か

国か らの総参加人員は,3,000人以上 とのこ

と.歓迎の集い (レセプション)はカナダ色豊

かな催し物が繰り広げられEg際会議ならではの

ものであった.12日を2日分過ごしたような

図 1 展示さjlるものはピンからキリまで.格調高い

家具調の観察巣箱と｢本物のアフリカ蜂化ミツ

バチ｣入りのヨーヨー

感覚で長い一日となった.

13日から各シンポジウムに分かれての講演,

活発な質疑応答が行われ,私も理解できないな

がらも関心のあるシンポジウムに参加 しEg際会

議の雰歯気を,肌を通 して十二分に体得でき

た.時間のある限り,各社の展示ブースを見て

回り,多くの珍 しい器具にふれ参考になった.

その中でも特に興味をひいたのは,格調高い家

具調のガラスケースのなかにミツパテを入れ,

熱帯魚や小鳥を鑑賞するように室内に置き,多

分アロマテラピー効果を期待してるのかなと思

った器具である.

15日の,テクニカルツアーは養蜂場とマル

ハナバチによるトマトの栽培農家の見学で,規

模の大きいのはもちろんのこと,カナダの養蜂

の一端を見学できたことは非常に参考になっ

た.会議の合間を利用 して,別のツアーに参加

し初秋のバンクーバー近郊を十分堪能すること

もできた.

閉会式は,多くの人たちが2001年の南アフ

リカ大会での再会を約して盛大に,名残惜しく

幕を下ろした.6日間の会議に参加して感じる

ことは,今まで何気なくミツバチを飼い,接 し

てきたが,古 くから関わりを持ち神秘な昆虫と

して多くの人たちを魅了 してきたミツパテが,

今後ますます研究され,ただ蜜を採るだけでな

く人類に深く各分野に関わってくるということ

だった.

翌 18日サンフランシスコ郊外のサンアンセ
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図 2 カリフォルニア州フレズノ郊外にあるデーダ

ント社の前で

ルモにアピセラピストで養蜂家のマイケル ･プ

ロフマン氏を訪ねた.地元の養蜂家たちがパー

ティーを開いて下さり,時間を忘れて交歓する

楽 しい一時を過ごすこともできた.そんなわけ

でヨセミテには,真夜中の到着になったが,翌

朝は,小鳥のさえずりと,大自然の素晴らしさ

に圧倒され,寝不足もいっぺんに覚めてしまっ

た.一日ヨセミテの大自然を満喫し,フレズノ

に到着,一行と別れてホームステイした家を訪

問 し,ご主人の御霊前にお参 りすることもで

き,私的な目的も果たすことができて感謝 して

いる.

20日養蜂器具会社のデーダント社を見学 し

た.7-8年前に人工授精装置を購入 しに訪れ

たときと比べ,場所も移り,新 しく大きくなっ

ており,カリフォルニアでも養蜂業が盛んにな

っているとの説明もあった.サンフランシスコ

-の帰路,セントラルバ リーを走るといっもな

がら,広大な大地に広がるアメリカ農業の大き

さには驚く.カリフォルニア農業も来るたびに

変わっている.セントラルバ リーはカリフォル

ニアの農業の申し､地帯で野菜 ･ブドウ･柑橘 ･

畜産 ･穀物等農産物の生産は高いが,今では,

個人での農業経営は難しく,特に日系農場は,

世代交代期で,農地は大きな会社に貸し出した

り,売り渡したりしているとのこと,後継者問

題は日本と同 じよう.大型化 ･機械化する中

で,今なおアメリカ農業は,メキシコ人労働者

に依存しなければならない問題を抱えていると

のことであった.

最後の日は,一行と別れ,友人の迎えでプラ

イベート飛行機で彼の農場を訪れた.35-6年

でアメリカンドリームを達成 し,ポットマム･

カーネーションではカリフォルニア一番の農家

になり,2-3年後には,ラン栽培で個人農家と

しては世界一の農場になると語る姿をみて,今

なお彼の中に鶴るパイオニア精神には敬意の念

に打たれ,成功を心から祈った.帰路空から見

るサンフランシスコの夜景は,この世のものと

は思えないほどの素晴らしい眺めであった.期

待以上の多くの収穫と,素晴らしい思い出を胸

に,サンフランシスコを後にした.

今回の企画をされた玉川大学の関係者に深く

感謝するとともに,楽しく御一緒させていただ

き,公私ともにご面倒お掛けした諸姉諸兄には

心より御礼申し上げる.またいつか,御一緒で

きる日を楽しみにしている.

ttミツパテと ともに過ごせし 我が半生

花を求めて 余生楽しむ''(高橋 匡)

プロポリスとアピモンディア

アピモンディア (世界養蜂協会連合)が主催

する第 36回国際養蜂会議が 1999年 9月12

日 (日)～17日 (金)にカナダ･バンクーバー

市で開催され,これに初めて出席した.

現地空港に到着 したのが午前 11時,開会式

が午後 7時なので,それまでの間,観光バスで

市内観光と昼食を摂って,滞在中の宿舎ルネッ

サンス ･バンクーバーホテルに入る.ここから

会場のバンクーバー貿易会議場までは歩いて

10分の距離であった.

開会式会場ホールAは3000名近 くの出席

図3 会議場外観.左には外国航路の大型客船が停泊



者で満席であった.まずバグパイプの行進が場

内を一周し,郷土芸能で盛り上げて開幕.開会

の挨拶に続いてアピモンディア7つの分科会

の各委員長がそれぞれ基調講演をして,またバ

グパイプの行進で閉会解散.

翌 13日 (月)より朝 8時半から全体講演会,

シンポジウム,一般講演,ワークショップ,ポ

スター発表の各形式で開催された.

アピセラピーに関連する部門の会場に出席し

た.ニュージーランドの演者による生産物の市

場報告では,プロポリスの値段が日本で高いこ

とをやんわりと非難 し,科学的証明の付加価値

をっけて安く提供できるといっていた.

プロポリスに関する日本からの発表は計 3

題である.まず一般講演の部では,富山医科薬

科大学和漢薬研究施設グループのプロポリスの

薬理作用があった.要旨はブラジル産プロポリ

ス原塊を水,メタノール,クロロホルムで順次

抽出してそれぞれの抽出エキスについて肝細胞

保護作用,フリーラジカル消去作用,抗菌作用,

さらに腫癌細胞に対する細胞毒性と抗侵入活性

を試験 した.水抽出エキスには強い肝細胞保護

作用と活性酸素阻害作用があり,このエキスか

らカフェオイルキナ酸誘導体が単離され,それ

らの構造も合成により確認されいずれも肝細胞

保護作用を示した.メタノール抽出エキスは腫

癌細胞増殖活性を示した.このメタノール抽出

エキスを分画 して,ラブダン型ジテルペン,ク

ロマン誘導体,フラボノイド等 23種の化合物

を単離 し,構造も決定 して,それぞれの活性も

調べた.クロロホルム抽出エキスにも抗侵入活

性が示された.1つの演題 としては盛 り沢山

で,もったいない感じを受けた.

ポスターの部では2題で,まず 1つは岡山大

学薬学部とミコーダループの共同発表で,ラッ

トにおけるD一ガラクトサミン誘発肝障害に対

するプロポリス抽出エキスの効果と題して,D

-ガラクトサミン誘発肝機能障害に対するプロ

ポリス抽出エキスの保護効果をラットを用いて

検討 し,プロポリス抽出エキスが肝機能障害に

対 して改善効果を現すことを示していた.他の

ひとつは玉川大学 ミツパテ科学研究施設からの
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HPLCとUV吸収スペク トルによるプロポリ

スの比較である.要旨は,プロポリスは日本で

は広 く利用されており,1988年に設立された

日本プロポリス協議会が定めた品質基準には特

定の波長におけるUV吸収率が含まれる.具体

的には,プロポリスのエタノール抽出物 (EEP)

は270-310nmの問でピークスペクトラムを

示すこととなっている. しかし生産地によりス

ペクトル ･パターンに違いが見られることがわ

かってきた.世界各国各地で生産されたプロポ

リス原塊を集め,エタノールで抽出し,各 EEP

のスペクトルを分光光度計で調べ,同じEEP

をHPLCで分析 した結果と照合 した.スタン

ダードとなるフラボノイ ド頬も同様に処理 し,

そのスペクトルはデジタルに記録 した.これは

フラボノイド頬を望ましい成分組成で別途調合

する際に比較 しやすくするためである,云々.

ポスター会場では.発表を取りやめたのか展

示場所の空白が目立った.

15日(水)は地域視察テクニカルツアーはい

くつかのコースがあったが,私たちは養蜂場と

マルハナバチによるトマ ト栽培農家およびワイ

ナリ-を見学 した.開会式場の数倍はあろうか

と思われる広さのハウスである.1株が8m に

成長するトマ トの授粉にマル-ナバチを利用

し,果実が220gになって収穫するという. 1

家族で作業 しているというが 1株ずつ水耕式

に栽培しているのでたいへんな労力であろう.

16日(木)はオプショナルツアーに参加 して

キャビラノ吊り橋公園観光とブラウス山頂展望

台に行く.山上は生憎の雲がかかっていて眺望

は零であった.また来て下さいと云うことか?

図 4 キャンセルの目立つポスター会場
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アピェクスポ開場の各国製品展示は興味深く

楽 しかった.プロポリス商品を数種類購入 し

た.初めて参加した国際養蜂会議であるが,火

傷や切り傷に-チミツで治療 したこと,ハチ毒

でパーキンソン病や神経痛などを治療する等,

アピセラピーが治療学として認知される日もそ

んなに遠くないと感 じた. (藤本琢憲)

アメリカ的なアピモンディア運営

今回のアピモンディア大会には,玉川大学に

事務局のあるアジア養蜂研究協会の主催 (プロ

ポリス研究者協会協賛)で23名のツアーのほ

か,日本養蜂はちみつ協会,兵庫県養蜂組合な

どの団体, その他個人参加など,恐らく80名

以上の日本人が参加したと思われ,総参加者数

3000人を越える大会となった.アピェクスポ

の展示にも大阪の東養蜂場のエントリーがあっ

た.日本からの発表はシンポジウムに4題 (玉

川大 2,筑波大 2),一般講演に2題とポスター

発表 2題であった.玉川大学からのシンポジウ

ム発表は,マルハナバチに関する小野助教授の

ものと,アジアの養蜂雑誌をまとめた中村講師

が請われてのものであった.アピセラピー部門

の3題は,いずれもプロポリスに関する研究成

果であった (藤本報告参照).

アピセラピーに関連する部門は,今までにな

く充実した構成で,全体講演会,シンポジウム,

一般講演,ワークショップ,ポスター発表の各

形式で開催された.これは同分科会のシェルブ

リエ委員長の采配によるところが大きいよう

で,アピセラピーの科学的基礎を固めようとす

る一方で,実践へも広げてゆく努力の現れのよ

うに感じられた.

大会初日の開会式の模様は別途の報告による

が,夕刻に行われた非公開のアピモンディアの

総会で,会長の交代 (フランスのボルネック氏

からデンマークのヨルゲンセン氏へ)屯ど重要

事項が決定された.その中で,アビモンディア

の7つの分科会の委員長,委員の構成について

も審議があったようで,日本から養蜂経済の渡

辺英男委員長が留任,アピセラピー分科会委員

に松香が加えられた.

図5 EXPOに日本から唯一出展した大阪の棄民の

展示ブースで

内情に詳 しい渡辺氏によれば,今回の大会運

営にはアピモンディアに加入していない米Egの

意向が強く反映したもので,合理的な反面,か

なり商業主義的な色彩の強いものであった.そ

う言われると,言語が英語のみに限られる強引

さ (本来アピモンディアでは5か国語が公用で

ある)に加えて,全体講演やシンポジウムなど

では主催者の路線が明らかで,それだけにキャ

ンセルの少ない効率的な運営がなされていた

が,一般講演やポスターが隅に追われた感 じ

で,欧米圏外の人たちには参加 しにくい部分が

あったようにも感じられた.

玉川大学は,バンクーバー市の対岸バンクー

バー島に校地を持っており,大会期間中に農学

部の学生が実習中であったので,関係者で訪問

しようという計画もあったのだが,大会を優先

させたほど,充実した会議だったともいえる.

会議終了後ツアー一行は米国に入り,サンフ

ランシスコ郊外マリン郡の養蜂組合と交流をし

たり,フレズノ市にデーダント社を訪ね,また,

カリフォルニア大学デイビス校のミツパテ生物

学研究所を訪ねた.同校のペン教授は台湾出身

で,おりしもその朝に起きた台湾での大地震に

縁者の安否を尋ねてまんじりともしない時であ

ったのに,懇切なご案内をいただいて恐縮 し

た.その帰途に同大学のもう一つの代表校,バ

ークリーに寄ったのを機会に皆さんと別れ,私

自身が20年前に滞在 してお世話になった教授

を訪ねて,歓談の一時を過ごすことができたの

は嬉 しいことであった. (松香光夫)


